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子どもが夢や希望を持つことができる地域共生社会の実現
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 分野を超えた複雑化・複合化した

課題に対し、関係機関と連携して
取り組む

 必要な支援が届いていない方への
アウトリーチ支援を強化・拡充する

包括的相談支援

多様な住民同士が地域課題の解決
に参画できる場をつくり、参加支援
における地域の社会資源の確保を
進める

地域づくり支援

母子生活支援施設

児童養護施設

子ども・子育て家庭
学習

健康遊び・体験 就労子育て
地域生活進学

特別出張所

既存の支援では対応できない狭間
のニーズに対応するため、居場所
や社会参加の場等の地域の社会
資源を活用して、社会とのつながり
に向けた支援を行う

参加支援

連携・協働

相談・つなぎ

区学習支援事業

＜地域の役割＞
 子どもや家庭が抱える問題を、地域共通の課題と
して捉えます

 地域において、温かく包み込むような支援について
理解を深めます

 「気づき、見守る」地域づくりに取り組みます
 地域における支援の輪を拡げます

＜行政の役割＞
 子どもや子育て家庭の多様な支援ニーズを捉え、
重層的に支援できるよう、包括的な支援体制を強化します

 関係機関との連携、地域とのネットワークを強化します
 支援情報や地域の社会資源等について広報・周知します
 専門的な人材や地域における支援者の育成に取り組みます
 地域に対して共通課題の理解を啓発します

施 策 展 開

柱１ 経験・学力 柱２ 生活・健康 柱３ 居場所・包摂

多様な学習・経験の機会の提供 相談支援体制の充実 子どもが安心できる居場所・相談できる場所の充実

支援につながりにくい子どもや家庭への支援

子どもを取り巻く状況めざす方向性

「自分の本」・「自分専用の勉強机」がない割合の
増加など、子どもを取り巻く環境が厳しくなっている

（小５子どもアンケート）

新型コロナウイルス感染症の影響として、生活困難層や
ひとり親家庭において収入減の割合が多い

（小５保護者アンケート・ひとり親家庭アンケート）

18歳未満の子どもの人口の減少、児童虐待
の相談件数や発達障がい児等の増加

（子どもに関連する状況）

複合課題を抱えた家庭や、外国にルーツが
ある子育て家庭での問題が深刻化している
状況がみられる （ヒアリング調査）

課題を抱えた世帯ほど、公的
機関に相談しない傾向にある

（小５保護者アンケート）

授業理解度の低い子どもは、
自己肯定感が低い傾向がある

（小５子どもアンケート）

子育てや貧困を家庭のみの責任としない
（子どもの貧困に関する大綱）

「子どもの最善の利益」
「子どもの意見」の尊重

（子どもの権利条約）

現在から将来にわたり、全ての子どもたちが
夢や希望を持つことができる社会をめざす

（子どもの貧困に関する大綱）

重層的な支援で地域共生社会の実現
をめざす （大田区地域福祉計画）

子どもを第一に考えた支援を包括的かつ早期に実施

（子どもの貧困に関する大綱）

（大田区地域福祉計画）

気軽に相談できる環境
を作ってほしい

（小５子どもアンケート自由記述）

【視点】 ◇「気づき・見守る」体制づくり ◇自己肯定感を高める ◇切れ目のない支援 ◇包括的な支援体制づくり ◇孤立・孤独を防ぐ

世代・分野を超えたサービス提供の必要性

（仮称）大田区子ども・若者総合相談窓口

おおた子どもの生活応援プラン(令和４年度～８年度) 概念図 別紙２


